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ＳＥＣカーボン株式会社　京都工場

認 証 番 号
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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

京都工場は、人造黒鉛電極・アルミニウム製錬用カソードブロック・特殊炭素製
品・高純度黒鉛粉末等の研究開発ならびに製造に関するすべての活動、製品及び
サービスから生じる環境への影響を的確に捉え、環境負荷の低減と環境保全への
貢献を、経営の最優先課題の一つとして、当工場で働く人又は当工場のために働
く人が環境に配慮した行動をとります。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

・当社に該当する法規制の一覧を作成し、定期的に順守状況の評価を実施してい
　る。
・法規制及び福知山市環境保全協定及び京都府条例に基づき、環境設備の監視・
　測定を
　実施し、結果の評価を行っている。
・環境法令・条例の改正に対しては、外部業者からオンラインサービスにて情
　報提供を受けるシステムを導入し都度対応を実施している。
・環境法規制等一覧表による順守評価を定期的（2回/年）に実施している。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

概ね計画通りの進捗及び成果である。

基 本 方 針

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容
3ヵ年計画で設定している中期目的目標において最終年を迎え、概ね計画通りに進捗した。
今年度は11月にEMSとQMSの統合及び2015年版MSへの移行を計画しており準備を進めてい
る。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

省エネルギー　地球温暖化防止
 ・計画通りに進捗している。
 ・省エネ推進委員会を中心に各部署で個々の省エネ活動を展開している。
 ・焼成炉工場において、天井照明を水銀灯からLED照明へ転換を行っている。
 ・黒鉛化工場においても可能な場所については天井照明のLED転換を計画してい
　 る。
廃棄物の低減
 ・炉の廃煉瓦の有価物化について取組を実施している。
汚染の予防
 ・福知山市協定及び京都府条例に基づいた測定を実施し、規制値に対する監視を
　 適切に実施している。
地域の環境保全への貢献
 ・ボランティアサポートプログラムによる清掃活動を年間6回実施している。

【2017年度目標】
省エネルギー　地球温暖化防止
廃棄物の低減
汚染の予防
地域の環境保全への貢献

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

省エネルギー　地球温暖化防止
 ・黒鉛化処理時間の短縮及び詰効率の向上
 ・効率的な焼成による重油使用量の低減
 ・電力使用量の把握と原単位管理
 ・工場天井照明を水銀灯からLED照明への転換を推進する
 ・省エネ推進委員会が中心となり各部署で省エネ活動を推進する
廃棄物の低減
 ・産業廃棄物の有価物化に向けた取り組み
汚染の予防
 ・ばいじん、粉じん、騒音、排水等、法規制値以下の厳守
 ・緊急時における大気汚染及び水質汚濁の未然防止
地域の環境保全への貢献
 ・ボランティアサポートプログラム協定（福知山市、国土交通省、SECC）による
　 清掃活動　の実施
 ・京都府独自クレジット制度への参画


